















































































































＜　原　　　案　＞ ＜堀野案＞ ＜松本案＞ ＜村田案＞
r　Fkm 強　い 強いひきしめ 強　い
レ　　　　　Fine　touch　　　　　（Light）
弱　い 軽い浮き 弱　い
r　　　Direct 直線的 直接的 直線的な
ノ　F㎞ib㎏ 曲線的 迂回的 曲線的な
／　　　　　Sudden 速　い 急激的 早　い
一
















＜原案＞：簡略記号：原語 ＜堀野案＞ ＜松本案＞ ＜村田案＞
外 F　済Thrusting ノ寸ン 突　く 突きさす
向 と突く






＿「　ヲPressing ズゥーと押す 押　す 圧する


























































































































































































































外 向 的 内 在 的
人　　物
力　性 空間性 時問性 力　性 空間性 時間性
動　　作
悪　　　　魔 強　い 直線的 速　い バン　と突く
女　　　　神 弱　い 曲線的 遅　い キューと曲げる
政治家A 強　い 直線的 遅　い ズゥーと押す
政治家B 強　い 速　い 曲線的 ビシ　と振る
政治家C 直線的 速　い 弱　い パン　と突く
サマリア人A 速　い 弱　い 曲線的 ピシ　と振る
サマリア人B 直線的 弱　い 遅　い スゥーと押す
サマリア人C 強　い 曲線的 遅　い ギューと曲げる
（2）すじ運びと具体的動作（L．ラバン著，L．ウルマン改訂「運動習熟」より）10）
　ラバンは同書の中で3つマイム・プレイ作品について，それぞれに描写様式を換えて
例示している。次の作品例もその一つで6幕からなっているが，その第1幕が示される。
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＜表例　3＞「黄金のショールThe　Golden　Shawl」
［組分けと動作］
第
1　このプレイは3人の固定的集団を伴って
　開始する。彼女らは観衆に対して背を向け
　る。その集団隊形と各人の身体的緊張は注
意と期待を暗示する。
2　彼女らは男達が入って来た時までは動か
ないままで，それから働く動作を演ずる。
働く人々の比較的静かなステップと動作
　は，静止的な中央集団から，歩くステップ
　や作業動作を続けながら，一瞬後に舞台へ
入って来た好奇心の強い女達が示す敏捷な
速さへと観客の目を導きながら，加速的な
運動を造り上げる。
　娘達の静止的な集団の直線的な緊張は，
歩く人の重いゼスチャーではなく曲線的な
ゼスチャーでなされる。
3　この曲線は，入って来た女達によって示
された探るような好奇心の敏捷な速さによ
　って高められる。
　　この幕のフロアー・パターンは静止的な
娘達が立っている固定的な地点から，働い
ている人達の比較的簡単で直線的な経由に
発展し，その後は好奇心の強い女達の四散
　した十字交差の走るステップに発展する。
4　見慣れない姿が入るのに伴って，そのパ
　ターンは，彼らの周りに形作った半円形の
集団に集中する。
　　3人の娘達の動かない集団は静かに解散
する。内気な娘は背景へと彼女自身を移動
　さす。その行商人の周りの大集団の期待の
新エフォートは，3人の娘達の静けさと強
　く対応して活発である。
1 幕
［すじ運び］
1　幕が上がった時，3人の娘は海に向かっ
て動かないで外を眺めている。1人は若く
て大変内気な娘である。
2　2人の漁師が入って来て，彼らの1人は
肩に漁網をかけて引きずった第3の男に合
図する。彼は3人の娘を眺めるが，しかし
彼女らへ近づこうとしないで，彼は他の2
人の男達の方へ進む。彼らは陽気に互いに
挨拶し，彼らの漁具を持って一緒に出かけ
　る。
3　待っている娘達の1人は，海上の何物か
　を見つめる。他の娘達もまた，彼女が見た
　ものを見つけるように前方を凝視する。彼
女らは漁師達の妻や娘達の多くの他の女達
　によって一緒にされる。見慣れないボート
がこの港へ近づいて来たので，全ては興奮
化される。いく人かの娘達はボートの中に
誰がいるか発見しようとして走り出す。他
　の者は期待して待ち受ける。
　　2人の娘が興奮して飛び出す。彼らは明
　らかに他の地域からの行商人に会う。
4　見慣れない行商人達は，娘達に伴われな
がら入って来る。彼は，一種の仲間のよう
　な元気のよい親しさがあり，彼は大変好奇
心を刺激される。
　彼は，活発な身振りで話しながら，彼の
商品のいくつかを示す。そして娘達は彼が
彼女らに示すものに十分な賞賛を示す。
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　＜第1幕の注意＞上に述べた主要点は，すべて運動事象である。エフォート・パターン
は，集団隊形におけると同様に，うまく個人的身振りにおいて様々な形を創造しながら，
互いに換えたり，従ったりする。いくつかの見覚えのある作業動作がなされるが，しかし，
他の伝統的なマイム運動は未だ用いられていない。
V．エフォート概念の活用を含む「集団舞踊」「舞踊治療法」の活動状況について
　現代社会における生活動作の単調化・分極化や機械万能主義などによる人問疎外の状況
の増大に対して，エフォート概念の活用を含む表現的身体運動の効用性が強く認識・評価
され，今日，特にイギリス，アメリカなどを主流として，集団舞踊group　dance，舞踊
治療法dance　therapyなどの形で実践的な効果を挙げつつある。
　これらは，集団的や対人的な内的人間接触とか内向的な表現欲求を心身共に顕在的に外
部へ向かってエネルギー発散することによって，人間性の回復を図り，精神的孤立化の解
消を意図して行われるものである。
　本章では，集団舞踊，舞踊治療法に関する活動状況について，既述の小論「舞踊研究の
諸問題」の第三章〈舞踊特性の他分野への関連・応用研究について＞の中から本章の標題
に関する要旨を抽出・援用して本論の研究主題を補完する。
1．集団舞踊の活動状況
　ペンシルバニア州立大助教授のダイン・P．・ガウマーDaine　P．Gaumerは，1962年
7月号のJOHPER誌に掲載した論文「集団舞踊group　dance」の中で，イギリスにお
ける集団舞踊の活動状況について，次のように報告している。それを要約すると，「集団
舞踊は，二人から数百人を含み，舞踊の初心者も経験者も男女共に行われる自発的創造的
活動である……。これはステージ・ダンスとは質を異にし，参加者の公共的・意志疎通的・
精神的効用に価値がある。この集団舞踊はラバンの運動研究の所産の一つである。イギリ
スは多くのダンス・サークルがあり，これらのグループは，通常共に踊ったり，集団舞踊
を創作する目的で週1回集まり，また年に約4～6回のダンス・ウイークエンズが計画さ
れ，人々はイギリス全土からダンス・ペイジェントを創造するために集まり，しばしば百
人以上に達する。これらのペイジェントは純粋に参加者の慰安のために行われる。過去数
年問に，これらのウイークエンズで行われたテーマは『月の裏側に何があるか』とか『エ
リザベス王朝の今昔』とか『我等の時代の儀式』とか『静と動の儀式』とかである……。」
　彼女によれば，何故この様な活動が盛んであるかという理由として，　「現代社会は単調・
分極化・機械化万能主義などの人間疎外の社会状況が多く，それらに対して集団的な内的
人問接触によって人間性の回復（再創造）を図ることである」と述べ，現在イギリスで主
に行われている形式として，
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を挙げて，それらの説明を加えた後，最後に，
　「集団舞踊において重要なことは，技術的な巧拙ではなくて，舞踊することの存在理由，
即ち，個人の再創造や高度の意識強調性が舞踊の場で要求され，直面させられるというこ
とである。このような人間の内的外的世界の遭遇と融合は，調和と無限の再創造を伴った
人生を導く。」と結んでいる。
　なお，以上の引用文中には，エフォート概念の活用に関する直接的な既述は見当たらな
いが，前章IVで例示したように，エフォート概念の活用は，エフォート自体が内包する心
理的表現の必要性の上からも，集団舞踊の具体的展開においては当然含まれている。本論
では，紙面の都合上，その具体的応用例については割愛するが，次回の小論で，その実践
適応用例について，その他のラバン記譜法記号の活用と共に報告する予定である。
2．舞踊治療法の活動状況
　精神的障害者の孤立解消のための舞踊治療法の研究と活用は，アメリカを中心として盛
んに行われ，発展しつつある。．
　ニューヨークのダンス・セラピストであり舞踊教師であり公会堂主事でもあるクライリー・
シュマイスClaire　Schmaisは，1967年1月号のJOHPER誌に掲載した論文「職業と
しての舞踊治療法dance　theraphy　as　a　profession」の中でアメリカの実情について
次のように述べている。それを要約すると，
　「アメリカでは，1964年頃からダンス・セラピストの一部有志により，同セラピストの情
報交換の必要性から，舞踊治療法に関する研究機構の設立が討議され，1965年10月24日にそ
の臨時会議が，マリアン・チェイスMarian　Chace…彼女は約20年間にわたりワシント
ンのセント・エリザベス病院とチェスナット・ロッジ・サナトリュウムでこの方面の研究
を続けてきた先駆者である…を中心として開かれ，1966年10月29日に「第1回アメリカ・ダ
ンス・セラピー・アソシエーションの年次総会」がM．チェイスを代表者としてニューヨー
クのリンカーン・センターの舞踊図書館で開催された。彼等の調査によれば，ダンス・セ
ラピストを採用しているところは，アメリカの約25州やカナダ，スウェーデン，ノルウェイ，
イスラエルである。
　舞踊治療法は，様々な機関で多様な目的で用いられている。そのもっとも多くは病院で
精神治療法，作業療法，レクリェーションの分野で働いており，他のダンス・セラピスト
は診療所，特殊学校，住民治療センター，ハーフウェイ・ハウス，少年院などの様々なセ
ンターで働いている。ダンス・セラピスト達やもっと多数の後進に対して，アカデミック
な方法や技術を普及開発するために，3週問セミナーといったいくつかの短期コースが開
かれており，精神障害相談コースや，ダンス・ノーテーション・ビューローによるエフォー
ト型の分析コースなどがある。またカルフォルニア大学，ウイスコンシン大学，ボストン
大学でもこれらのコースがある。専門的なダンス・セラピストは，原始舞踊からフォーク
ダンスから芸術的舞踊まで多くの舞踊形式に通じていて，自分自身十分な舞踊技術と心理
学的指導技術とを必要とする。
　舞踊治療法は，急速に専門領域を拡大しつつあるが，未だ緒についたところであり，今
後の努力に待つところも大きい。」と述べている。
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　以上，舞踊の心理的応用分野の一面としての集団舞踊，舞踊治療法の活動状況と，エフ
ォート概念の活用との関連等について，海外での先進的な活動例の一端を報告したが，現
在の日本においても，これらの分野へのより詳細な実態把握や実践的な応用への開発努力
が更に必要と思われる。
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